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青森空港前行動に秋田県も含めて75名参加

　

何
か
を
す
る
の
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
だ
。
そ
の
人
間

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
、
旅
行
が
好
き
な
人
は

旅
行
し
た
後
に
、
酒
が
好
き
な

人
は
、
酒
を
飲
む
と
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
補
給
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
読
書
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
な

ど
、
人
の
心
を
癒
や
し
て
く
れ

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
逆

に
、
こ
れ
ら
が
嫌
い
な
人
に
は

こ
れ
ら
に
付
き
合
わ
さ
れ
る
こ

と
は
重
荷
に
な
り
、
や
っ
か
い

だ
。
そ
の
人
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
補
給
が
何
か
必
要
だ
。

　

組
合
活
動
で
癒
や
さ
れ
て
い

る
人
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
組

合
活
動
で
前
進
が
あ
っ
た
と
き

は
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
し
、

癒
や
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
総
じ
て
組
合
活
動
は
重

い
。
そ
の
責
任
は
心
に
重
く
の

し
か
か
り
、
義
務
感
は
人
を
押

し
つ
ぶ
し
そ
う
に
な
る
。
組
合

活
動
だ
け
や
っ
て
い
る
人
で
、

元
気
な
人
は
あ
ま
り
見
か
け
な

い
。
社
会
の
問
題
は
山
積
み
で
、

組
合
の
課
題
は
多
い
。
時
間
は

限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
自

分
の
人
生
を
謳
歌
す
る
た
め
に

は
、
楽
し
さ
と
、
満
足
の
両
方

が
必
要
の
よ
う
だ
。
忙
し
い
中

で
も
、
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
を
怠
ら
ず
、
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
組
合
活
動
の
秘
訣
か
も

し
れ
な
い
。
あ
ま
り
真
面
目
に

な
り
す
ぎ
ず
、
世
の
中
を
悲
観

し
す
ぎ
ず
、
物
事
を
明
る
く
見

通
せ
る
人
間
に
な
り
た
い
思
っ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
多
夢
）

原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ

ど
う
す
る
核
の
ゴ
ミ

憲
法
否
定
の

自
民
党
改
憲
草
案

自衛隊を南スーダンに派遣させない！
─ 青森空港で抗議行動 ─

　

16
年
平
和
大
会
青
森
県
実
行

委
員
会
は
、
11
月
20
日
８
時
30

分
か
ら
青
森
空
港
前
で
「
南
ス

ー
ダ
ン
に
自
衛
隊
を
送
る
な
・

い
の
ち
を
守
れ
」
の
抗
議
行
動

を
行
い
、
青
森
市
内
や
弘
前

市
、
む
つ
市
、
秋
田
県
か
ら
も

７
名
が
駆
け
付
け
、
75
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
奥
村
榮
副
実
行
委

員
長
が
「
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
は

今
ま
で
の
日
本
の
あ
り
方
が
根

本
的
に
変
わ
る
。
駆
け
付
け
警

護
で
自
衛
隊
員
が
命
を
落
と
す

　
11
月
26
・
27
日
、
岩
手
県

で
「
原
発
再
稼
働
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

ど
う
す
る
核
の
ゴ
ミ
！
全
国
交

流
集
会
in
岩
手
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１
日
目
は
、「
日
本

一
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

町
」「
日
本
一
の
公
共
牧
場
」

で
有
名
な
葛
巻
町
を
訪
問
、
町

と
し
て
の
取
組
み
を
学
習
し
ま

し
た
。
講
演
と
施
設
の
案
内

は
、
中
村
哲
男
前
町
長
で
す
。

葛
巻
町
は
、
岩
手
県
北
部
に
位

置
し
町
の
86
％
が
森
林
で
、
人

口
６
８
０
０
人
の
過
疎
地
で

す
。
基
幹
産
業
は
酪
農
と
林
業

で
、
30
年
前
か
ら
山
ブ
ド
ウ
を

主
体
と
し
た
ワ
イ
ン
づ
く
り
を

始
め
、
18
年
前
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
、
風

力
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
糞
尿

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
に
力
を
入
れ
、
電

力
自
給
率
は
１
７
０
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
学
校
な
ど
全
て
の

公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
と
蓄

電
池
を
設
置
、
東
日
本
大
震
災

時
に
そ
の
威
力
を
発
揮
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
原
発
に
頼
ら
な

危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
。
派

兵
反
対
の
声

を
上
げ
続
け

よ
う
」
と
挨

拶
。
青
森
マ

マ
の
会
の
坂

本
さ
ん
、
秋

田
県
平
和
委

員
会
の
風
間

さ
ん
が
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、

自
衛
隊
員
や

そ
の
家
族
を

乗
せ
た
バ
ス

が
次
々
と
空

憲法公布日の憲法講演会

高橋議員と共に参院野党共闘で当選した木戸口議員も参加

講演する再生可能エネルギーの葛巻町の中村前町長

　
文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
県

９
条
の
会
主
催
の
「
憲
法
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら

99
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

を
問
う
―
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。
山
内
氏
は
憲
法
審
査

会
を
再
開
、
公
明
党
・
維
新
の

会
の
改
憲
勢
力
と
と
も
に
自
民

党
改
憲
草
案
を
ベ
ー
ス
に
改
憲

論
議
を
本
格
化
す
る
と
い
う
狙

い
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
改
憲
草
案
は
、
①

「
公
共
の
福
祉
」
か
ら
「
公
益

及
び
公
の
秩
序
」
に
改
変
、
基

本
的
人
権
の
抑
制
、
②
「
国
家

権
力
を
縛
る
憲
法
」
か
ら
「
国

民
を
縛
る
憲
法
」
へ
、
③
緊
急

事
態
条
項
の
導
入
、
④
９
条
改

悪
・
国
防
軍
の
創
設
、
に
あ
る

こ
と
を
強
調
、
こ
の
改
憲
策
動

を
阻
止
す
る
た
め
市
民
運
動
と

労
働
運
動
、
野
党
共
闘
の
連
帯

が
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
改
憲
阻
止
の
た
め
衆
院
選
挙

で
の
野
党
共
闘
の
重
要
性
を
お

互
い
に
確
認
し
ま
し
た
。

港
に
到
着
し
、
私
た
ち
は
そ
の

た
び
に
「
自
衛
隊
を
南
ス
ー
ダ

ン
に
送
る
な
！
」
「
自
衛
隊
員

の
い
の
ち
を
守
れ
」
と
唱
和
し

声
を
あ
げ
ま
し
た
。
派
兵
さ
れ

る
第
一
陣
１
３
０
名
の
隊
員

が
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
奥
さ

ん
が
涙
ぐ
ん
で
見
送
っ
て
い
る

姿
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
22
・
23
日
の
三
沢
で
の

平
和
大
会
、
10
・
30
南
ス
ー
ダ

ン
に
自
衛
隊
を
送
る
な
青
森
集

会
、
そ
し
て
今
度
の
抗
議
行
動

と
、
戦
争
法
の
廃
止
、
自
衛
隊

を
南
に
ス
ー
ダ
ン
に
送
る
な
、

９
条
守
れ
と
、
青
森
県
民
の
た

た
か
い
は
続
い
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
今
こ
そ
、
戦
争
へ
の
危

険
な
道
を
止
め
る
運
動
を
、
各

団
体
と
共
同
で
一
層
広
げ
る
事

が
必
要
で
す
。

（
県
平
和
委
員
会
事
務
局
長
・

大
宮
慶
作
）

　
講
師
は
、
山
内
敏
弘
・
一
橋

大
学
名
誉
教
授
で
「
歴
史
的
岐

路
に
立
つ
平
和
憲
法
―
緊
急
事

態
条
項
導
入
論
と
９
条
改
憲
論

い
社
会
と
地
域
再
生
の
手
が
か

り
が
あ
り
ま
す
。

　
２
日
目
は
会
場
を
盛
岡
市
に

移
し
て
開
催
さ
れ
、
12
道
県
か

ら
２
７
２
名
、
青
森
県
か
ら
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
交

流
集
会
が
岩
手
県
で
開
催
さ
れ

た
の
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
の
候
補
に

岩
手
県
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
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県社保協自治体キャラバン

日
本
平
和
大
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
日
本

は
米
軍
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い

う
人
に
は
む
し
ろ
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
危
険
が
大
だ
と
い
う

こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。（
久
保
田
栄
美
・

県
教
組
）

馬
肥
ゆ
る
秋
！

馬
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
果

物
の
お
い
し
い
秋
！
新
米
！
食

欲
が
増
す
い
っ
ぽ
う
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
も
取
り
入
れ
な
け

れ
ば
！
。（
三
上
ひ
ろ
み
・
ひ

だ
ま
り
）

私
は
82
歳

に
な
り
ま
す
。
最
近
友
人
・
知

人
か
ら
「
身
体
が
一
回
り
小
さ

く
な
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
老
齢
の
所

為
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
な

ん
と
な
く
気
が
か
り
に
な
っ
て

い
ま
す
（
岡
本
猛
・
年
金
者
組

合
）

久
々
に

答
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
秋
が

短
い
気
が
し
ま
す
。
あ
っ
と
い

う
間
に
雪
が
降
り
、
紅
葉
が
色

を
よ
り
鮮
や
か
に
し
ま
し
た

が
・
・
。
北
国
の
冬
じ
た
く
忙

し
い
（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま
り
）

アメリカ撤退しても
ＴＰＰ批准するの？

講
演
す
る
大
竹
進
さ
ん

む
つ
市
と
の
懇
談

サ
ン
ダ
ー
ス
の
「
多
国
籍
企
業

が
私
た
ち
の
お
金
で
、
利
益

を
増
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
」
、
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ

ィ
ン
グ
リ
ッ
チ
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

99
％
の
国
民
を
犠
牲
に
す
る
」

と
の
発
言
を
紹
介
、
ト
ラ
ン
プ

次
期
大
統
領
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の

離
脱
を
言
明
し
て
い
る
も
と

で
、
安
倍
首
相
が
批
准
を
今
国

　

11
月
23
日
、
青
森
市
文
化
会

館
で
「
食
と
農
を
守
る
青
森
の

会
」
の
第
22
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
約
40
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
大
竹

進
・
県
保
険
医
協
会
顧
問
が

「
甘
利
君
が
交
渉
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
闇
の
中
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。
大
竹
氏
は
、
バ
ニ
ー

鈴
木
健
二
氏

の
講
演
会
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
80
代
後
半
、
相
変
わ
ら
ず

の
マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク
で
し

た
。
し
か
も
1
時
間
半
立
ち
っ

ぱ
な
し
。す
ご
い
人
で
す
。 （
下

山
智
裕
・
弘
大
職
組
）

未
組
合
員
の
女
性

か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
医
師
か
ら
組
合
に
相
談

す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
早
速
対
応
し
ま
し
た
。

組
合
が
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。（
中
道

博
章
・
県
教
組
）

い
つ
も
県
労
連

あ
お
も
り
を
読
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
と
い
つ

も
関
心
が
深
ま
り
ま
す
。（
中

村
友
是
・
私
教
連
）

　

広
告
大
手
の
電
通
で
入
社
1

年
目
の
女
性
労
働
者
の
過
労
自

殺
が
労
災
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
企
業
の
社
会
的
責
任
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
月
１
０
０

時
間
を
超
え
る
残
業
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
36
協
定
の

範
囲
内
と
な
る
60
時
間
以
内
に

改
ざ
ん
し
た
勤
務
報
告
を
提
出

さ
せ
て
い
ま
し
た
。
11
月
28
日

の
街
頭
宣
伝
で
は
、
「
身
内
を

過
労
死
に
な
る
直
前
で
呼
び
戻

し
た
」
と
言
う
方
が
署
名
し
て

く
れ
ま
し
た
。
野
党
４
党
は
、

11
月
15
日
に
長
時
間
労
働
規
制

法
案
を
今
国
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
①
残
業
時
間
の

上
限
規
制
、
②
勤
務
間
の
イ
ン

タ
ー
バ
ル
規
制
の
導
入
、
③
週

休
制
の
確
保
、
④
事
業
場
外
み

な
し
労
働
時
間
の
明
確
化
、
⑤

裁
量
労
働
制
の
要
件
の
厳
格
化
、

を
内
容
と
す
る
実
効
性
の
あ
る

規
制
法
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
を
昨
年
４
月
に

国
会
上
程
し
て
お
り
、

過
労
死
促
進
法
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
長

時
間
労
働
が
社
会
問

題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
長
時

間
労
働
を
規
制
す
る

た
め
に
は
、
４
野
党

の
長
時
間
労
働
規
制

法
案
の
成
立
が
不
可

欠
で
す
。

寒い中での月2回の街宣

し
か
し
、
自
公
政
権
は
、
残
業

代
が
ゼ
ロ
に
な
る
「
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
を
柱

と
す
る
「
労
働
基
準
法
等
の
一

「
電
通
」の
悲
劇
を

繰
り
か
え
す
な
！

会
で
強
行
し
よ
う

し
て
い
る
こ
と
を

痛
烈
に
批
判
し
ま

し
た
。
ま
た
合
意

さ
れ
た
協
定
文
で

は
、
米
・
麦
・
牛

肉
な
ど
の
重
要
５

品
目
の
３
割
が

「
聖
域
」
を
守
れ

な
か
っ
た
こ
と
、

り
ん
ご
や
畑
作
物

も
大
き
な
影
響
を

受
け
る
こ
と
、
混

合
診
療
の
拡
大
で

医
療
保
険
制
度
が

形
骸
化
す
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
須
藤
事
務
局
長
が

議
案
を
提
案
、
質
疑
討
論
後
、

活
動
方
針
案
と
役
員
と
し
て
神

田
健
策
（
弘
前
大
学
名
誉
教

授
）
、
今
正
則
（
県
労
連
副
議

長
）
な
ど
８
名
の
代
表
世
話
人

を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

農
民
連
の
手
作
り
料
理
で
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

第313回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
１
月
15
日

●
発
表
＝
２
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
313
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ユ
ズ
湯
に
入
り
ま
す
。

③
来
年
か
ら
は
５
人
そ
れ
ぞ
れ

ソ
ロ
活
動
？

⑥
寒
い
朝
に
見
ら
れ
ま
す

⑦
サ
ン
タ
さ
ん
の
出
入
り
口

⑧
…
饅
頭
。
…
歌
合
戦
。

⑩
…
…
の
場
を
求
め
て
休
息

⑫
野
心
。
…
…
を
い
だ
く

⑭
中
国
の
王
朝
の
一
つ
で
す

⑮
も
と
に
な
る
材
料

⑰
冬
ご
も
り
を
し
ま
す

⑲
洋
酒
の
酒
場

⑳
「
暦
」
の
こ
と
で
す

㉒
芭
蕉
の
句
「
…
…
を
あ
つ
め

て
早
し
最
上
川
」

㉔
漢
詩
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り

…
」
の
作
者

㉕
ム
ダ
使
い
は
ダ
メ

㉖
防
寒
用
…
…
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
大
み
そ
か
の
夜
に
食
べ
ま

す
②
鳥
の
羽
の
…
…
ぶ
と
ん

③
昔
話
「
一
…
…
法
師
」

④
江
戸
時
代
の
火
消
し
の
組

の
目
じ
る
し

⑤
漫
才
で
ボ
ケ
役
の
相
棒

⑦
あ
ば
た
も
…
…

⑨
「
遅
い
」
の
反
対
語

⑪
室
内
用
の
通
話
装
置
。

⑬
高
木
ブ
ー
さ
ん
が
得
意

⑯
中
国
料
理
に
あ
う
漬
物

⑱
千
の
10
倍

⑳
草
花
を
植
え
た
一
区
画

㉑
独
裁
政
権
は
…
…
す
べ
き

で
す

㉓
木
の
中
心
部
分

第
311
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ウ
マ
コ
ユ
ル

《
当
選
者
》
11
通
の
応
募
で

10
通
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。

岡
本
猛
（
年
金
者
組
合
）

三
上
ひ
ろ
み
（
ひ
だ
ま
り
）

久
保
田
栄
美
（
県
教
組
）

中
村
友
是
（
私
教
連
）

葛
巻
千
津
子
（
サ
ン
ヨ
ー
）

　

県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
（
県
社

保
協
）
は
11
月
に

全
自
治
体
を
対
象

に
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

政
府
は
、
社
会
保

障
制
度
の
全
面
改

悪
を
す
す
め
て
い

ま
す
。「
医
療
の

75
歳
以
上
の
窓
口

負
担
を
１
割
か
ら

２
割
へ
」「
要
介

護
１
・
２
の
保
険

給
付
は
ず
し
」「
年
金
の
支
給

開
始
年
齢
引
き
上
げ
」「
生
活

保
護
費
の
減
額
」
な
ど
が
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

県
労
連
と
保
険
医
協
会
は
下

北
地
区
を
担
当
、
む
つ
市
と
東

通
村
、
六
ヶ
所
村
と
懇
談
し
ま

し
た
。
下
北
の
全
自
治
体
が
中

学
校
ま
で
医
療
費
無
料
、
国
保

税
滞
納
の
た
め
差
押
え
金
額
が

大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。


